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才ーデイオビデオサラウンドレシーバー 

KRF-V4060D 

取扱説明書 

お買い上げいただきましてありがとうございました。 

ご使用の前に、この取扱説明書をよくお読みのうえ、説明の通り正しくお使いください。 
また、この取扱説明書は大切に保管してください。 

本構は日本国内専巧モデルですので、外国で使巧することはできません。 


株す会なクンウッド 

KENWOOD CORPORATION 

イ寸属のリモコンについて 

本機のリモコンは、従来のリモコンに比べて多くの操作モードを持っています。 
リモコンを有効に使用するためにもこの取扱説明書をよくお読みになり、リモコンのしく 
み、操作モードの切り換えかたなどをよくご理解の上でご使用ください。 

リモコンのしくみ、操作モードの切り換えかたを知らないまま操作すると、正しく操作でき 
ないことがあります。 
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なじめに 


取扱説明書の使用方法 


本書は、準備編、操作編、リモコン操作編、その他、の4つの章にかかれて 
います。 


準備編 

安全上のごを意、お手持ちのオーディオおよびビデオ機器との接続のし 
かたや、サラウンド設定などの準備のしかたを説明していまず。 

まずはじめに安全上のご注意をよくお読みください。またお手持ちのオー 
ディオやビデオ機器によっては、接続がとても複雑になることがありま 
ずので、取撒説明書をよくお読みのうえ、接続してください。 

操作編 

本磯で使巧できる各種機能の操作ちまを説明しています。 

リモコン操作編 

他の機種をリモコンで操作ずるためのち法を説明していまず。各種の設 
定、登録を済ませておくと、本機とお手持ちの AV 機器（テレビやビデオ、 
CD プレー中一等）が、本機に付属のリモコンだけで操作できるようにな 
りまず。 

ぞの禮 

「故障かな？と思ったら」、「定格」などを示してあります。 


本犧の特長 

多彩なホームシアター機能 

本磯には、ごを庭で巧像ソフトを十分に築しんでいただくためにる彩な 
リッスンモードを巧意していまず。お手持ちの磯器や、再生する映像ソフ 
卜に含わせてモードを運び、お楽しみください。 -® 

Dolby Digital 

ドルビーデジ女ルモードでは、ドルビーデジ女ルフォーマットのデジタ 
ル信号の人力を、デジタルサラウンドで楽しむことができまず 。 DOLBY 
D に IT 冉 L フォーマットでは、最大日.1チャンネルのデジタル信号が独立 
して入力されるので、従来のドルビーサラウンドに比べて、圧倒的に高音 
質で迫力ある臨場感を葉しむことげできまず。 

Dolby PRO LOGIC n 

DOLBY PRO LOGIC 山ま、従来の PR 日 LOG にとの互換性を持ちな 
が6、より高いサラウンド効果を生み出しまず。通常のステレオ録音やド 
ルビーサラウンド録音のソフトでも、「日. Ich 」 のように闇こえまず 。 PRO 
LOGIC II は空間全体に影響を及ぼずような、前後に広がりのあるサウ 
ンド空間をつくり化ずのが特長でず 。 PRO LOGIC 
マークの あるビデオソフトでは感動的なサラウンドサウンドを生み化し、 
音窠 CD では3次元的なサウンド空商をつくり化しまず。お好きな音楽で 
本格的なステレオサウンドをお窠しみください。 


デジタル シアター システム 

DTS (Digital Theater System) 

DTS はおしいサラウンドち式で、ドルビーデジ女ルを上回るデータ量を 
持ち、より高音質のサラウンド再生ができまず。程 g マークの付いた DVD 
やレーザーディスクソフトなどを再生することができます。信号のチャン 
ネル数は、ドルビーデジタルと同じ 5. 1チャンネルでずがデジ女ル録音 
時の音声圧縮率を低くしたフォーマットであるため、音に厚みのある高 
S / N の再生が巧能になっていまず。また、ダイナミックレンジが広くセパ 
レーションに優れるなど澗密で雄大なサウンドが特長でず。 

ご注意： 

CD 、 LD または DVD プレー中一で DTS ディスクを再生中に、アナ□グ化 
力端すか6雑音が化ることがありまず。プレー中一のデジ女ル出力は本 
機のデジタル入力に接続することをお勧めしまず。 


i 寸属品 

次の付属品がそろっていることを磕認してください。 



DSP サラウンドモード 

本^機の DSP (デジ女ルシグナルプ□セ、ソサー)では、" ARENA"、"JAZZ 
CLUB "、" THE 冉 TER "、" STADIUM "、" D に CO " といった様々な質の高 
い音場効果が得られまず。ほとんどの音源で楽しむことができまず。 

CINEMA EQ 

CINEMA EQ モードは再生音をより迫力のあるものにしまず。ドルビー 
デジ女ルまたは DTS 再生中に CINEM 冉 EQ 曰 N スイッチを入れること 
で、この感動的なサウンド効果をお楽しみいただけまず。 

共通赤外線リモコン 

リモコンで働くほとんどのオーディオ、ビデオ機器を本機のリモコンで操 
作できます。接続した機器を簡単な手順で登録ずることができまず。 
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目次 


お手乂れのしかた 

前面パネル、ケースなどが汚れたときは、柔6かい巧でからぶきしま 
す。シンナー、ベンジン、アルコールなどは蛮色の原困になることが 
ありまずので、ご使用にならないで<ださい。 


接点復活剤について 

接点復活剤は、故障の原因となることがありまずので、ご使用にな6 
ないでください。特にオイルを含んだ接点復活剤は、プラスチック部 
品を変形させることがあります。 


ステレオ音のエチケット 


fitk 

"音《ェ于ケット1 


葉しい音葉も、時と場所によっては気になるものでず。 
おくにいる人や、離りお所への配慮を十分いたしましょ 
う。特に密集した場所でご使巧になる場合は、音量を擅 
え目にずるなどして、お互いに也を配り、快い生ま環境 
を守りましょう。 


2 2224007 2 345677 C0 9059 
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A こ のページは、感電や火災からあなたを守るため、 
ご使用の前に必ずお読みください。 


製品を安全にご使用いただくため、 r 安全上のごを意」をご使用の前によくお読みくださし、。 


-絵表示について- 

この取扱説明書では、製品を安全に正しくお使い頂き、あなたや他の人々へのを害や財産への損害 
を未がに防止する為に、いろいろな絵表示をしています。 

その表示と意味は次のようになっています。内容を良く理解してから、本文をお読みください。 


A 敬七 この表示を無視して、誤った取扱し、をすると、人が死 t または重傷を負う可能性が 
W a 想定される内容を示しています。 

A 三ゴ C この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される 
ZA 皮忌、 内容、および物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。 


-絵表巧の例- 

A A 記号は、を意（危険•警告を含む）を促す内容があることを告げるものです。 

図の中に具体的なま意内容（左図の場合は感電を意）が描かれています。 

® ( S ) 記号は、禁止の巧為であることを告げるものです。 

図の中や近傍に具体的な禁止内容（左図の場合はみ解禁止）が描かれています。 

^ 参記号は、行為を強制したり指示する内容を告げるものです。 

^ 図の中に具体的な指示内容（左図の場合は電源プラグをコンセントから抜け）が描かれて 

います。 


おぎ様または第： E 者が、この製品の誤使用•故障•その他の不具合およびこの製品の使用によって受けられた損害じつきましては、ま令上の賠償責任が 
認められる場合を除き、当社は一切その責任を負いませんので、あらかじめご了承ください。 

この製品の故障•誤動作•不具合などによって発生した次に指げる損害などの付随的損害の補償につきましては、当社は一切その責任を負いませんので、あ 
らかじめご了承ください。 

♦お客様または第: E 者がテープ•ディスクなどへ記録された内容の損害 
•録音•再生などお客様または第=者が製品利用の機会を逸したことによる損害 

この r ま全上のごま意」には、当社のオーディオ機器全般についての内容を記載しています。 
(説明項目の中には、操作説明部と重複する内容もあります） 
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安全上のごを童 


A 


交流100ボルトが外の電圧で使用し 

なし、 

0 この機器は、巧流100ボルト専用です。 
指定]:>(かの電源電圧で使用しないで< 
ださい。 

义が•感電の原因となります。 


放熱にミ主意 

〇 設置の際は、壁から lOcmlU 上離してく 
ださい。 

機器のカバー等にある巧は、放熱のため 
の通風乱ですので、ふさがないようにご 
ミ主意 < ださい。 

• あおむけや横倒し、逆さまにして使 

用しなし、 'い , ，7 

• 風通しの悪い狭い巧に 
押し込まない。 

• 巧を掛けたり、じゅうた 

ん、布団の上において使用しない。 




電源コードの取扱い 

Q 電源コードを傷つけたり、加工したり、 
無理に曲げたり、ねじったり、引っ張っ 
たり、加熱したり、ステープルや釘など 
で固定しないでください。また、電源 
コードの上に重いものをのせたり、コー 
ドが本機の下敷きにならないようにし 
てください。コードを敷物などで覆って 
しまうと、気づかずに重いものをのせて 
しまうことがあります。 

コードが傷つき、义災•感電の原因とな 
U まず。 



通風孔がふさがると、内部に熱がこも 
り、火災の原因となります。 


〇 電源コードが傷ついたら(な線の露化、 
断線など)修理をご依頼ください。 
そのまま使用すると义が•感電の原因と 
なります。 


風呂、シャワー室では使用しない 

風呂、シャワー室など湿度の高いところ 
^や、水はねのある場所では使用しないで 
ください。 

火が•感電の原因となります。 




異常が起きた場合は 

A 煙が化たり、変な臭いや音がする場合 
^は、すぐに電源スイ、ソチを切り、電源プ 
ラグをコンセントか6抜いてください。 
そのまま使用すると、火が•感電の原因 
とな U ます。 

煙や、異臭、異音が消えたのを磕かめて 

から修理をご化 _ __ 

頼ください 。/I 





をを±のご:主意 


么警告 


電源プラグは清潔に 

〇 電源プラグの刃および刃の付あにほこ 
りや金属物が付着している場合は、電源 
プラグを抜いてから乾いた布で取り除 
いてください。 

そのまま使用すると、火が•感電の原因 
となります。 ,, 

_レ/八 


I されいにしましよラ I 


落下した機器は使わない 

^機器ををとしたり、カバーやケースがこ 
われた場合は、電源スイッチを切り、電 
源プラグをコンセントから抜いて、点 
検、修理をご依頼ください。 

そのまま使用すると、火が•感電の原因 
とな U ます。 ^ 



ケースを I 絶対に開けないでください 

^機器の裏ぶた、カバーを開けたり、改造 
をしないでください。 

内部には電圧の高い部分があり、义災 • 
感電の原因となりまず。 

点お、修理は販売店または当 X-N 
社サービス窓□にご依頼くィ 
ださい。 


雷が鳴り始めたら 

/<^アンテナ線や電源プラグには触れない 
v ®/ でくださぃ。 

感電の原因となります。 



機器の内部に水や異物を入れない 

^機器の上に花びんやコップなど水の 
^人った容器を置かないでください。 
こぼれて中に人ると、火災•感電の原因 
とな U まず。 

0 機器の通風孔、開 □ 部から内部に金属類 
や燃えやすいものなどを差し込んだり、 
落とし込んだりしないでください。 
火が•感電の原因となりまず。 

を 内部に水や異物などが人った場合は、ま 
^ず電源スイ、ソチを切り、電源プラグをコ 
ンセントから抜いて、点検、修理をご化 
頼ください。 

そのまま使用すると、义 
が•感電の原因となりま ( X ) 

す0 も*か 


電池は放置しない 

〇 電池は、か児の手の届かないところへ置 
し疋ください。ボタン電池などノ J 嗤の電 
池は特にごを意下さい。 

電池をあやまって飲み込むおそれがあ 
U ます。 

万一、お子さまが飲み込んだ場合は、た 
だちに医師と相談してください。 


乾電池は充電しない 

0 乾電池は充電しないでください。 

電池の玻裂、液漏れにより、火が•けがの 
原因となります。 ^ 


知禁止 





電源コードを熱器具に近付けない 

Q 電源コードを熱器具(ストーブ、アイ □ 
ンなど)にあ付けないでください。 

コードの被覆が溶けて、义災•感電の原 
因となることがありま 
す。 



不安定な場所には置かない 

0 ぐらついた台の上や傾いた巧など、不安 
定な場巧に置かないでください。 
落ちたり、倒れたりして 
けがの原因となることが^ 

あります。 




湿気やほこりのある場所に置かない 

Q 油煙や湯気の当たる調理台、加湿器のそ 
ば、湿気やほこりのをい場所には置かな 
いでください。 

火が•感電の原因となるこ^ 

とがありまず。 


_ お d 


温度の高い場所には置かなし’ 


Q 窓を閉めきった自動車の中や、直射日光 
があたる場所など、異常に温度が高くな 
る場所に放置しないでください。 

本体や部品に悪い影響をちえ、义炎の原 
因となることがあります。 



意 



電源プラグの抜き差しは 

^めれた手で電源プラグを抜き差ししな 
いでください。 

感電の原因となることがあります。 


0 電源プラグは、根元まで差し込んでもゆ 
るみがあるコンセントに接続しないで 
ください。 

発熱して乂がの原因となることがあり 
ます。販売店や電気工事店にコンセント 
の巧換を化頼してください。 

電源プラグを抜くときは、電^ 

源コードを引っ張らないでイ、 

<ださい。 

コードが傷つき、义災•感電 し 
の原因となることがあります。 

必ずプラグを持って抜いてください。 

〇 電源プラグはコンセン/! 

卜に根元まで確実に差 I 戸^. 

し込んでください。ドを^ 
差し込みが不完全です 
と発熱したりほこりが 
付着して义がの原因となることがあり 
ます。また、電源プラグの刃に触れると 
感電することがあります。 




安全上のごを意 



長期間使用しなぃときは 

A 旅巧などで長期围、ご'使用にならないと 
^きは、安全のため必ず電源プラグをコン 
セントから抜いてください。 

火がの原因となることがあります。 

機器に乗らない 

べ^この機器に乗ったり、ぶ 6 下がったりし 
じ^ないでください。特にお子様にはごを意 
ください。 

倒れたり、こわれたりして、けがの原因 
となることがあります。 

指定な外のコードを使わなぃ 

A 関連機器を接続する場合は、各々の機器 
V の取扱説贈をよく読み、電源紳り、 
説明に従って接続してください。また、 
接続は指定のコードを使用して<ださ 
い。 

指定と J かのコードを使用したリコード 
を延長すると発熱し、やけどの原因とな 
ることがあります。 


指をはさまない 

A お子様がカセットテープ、ディスク挿入 
□に手を人れないようごミ主意ください。 
指がはさまれて、けがの原因となること 
がありまず。 

指定機器な外の物を乗せなぃ 

^この機器の上に重いものやか枠からは 
み化るような大きな物を置かないでく 
ださい。 

バランスが<ずれて倒れたり、落下し 
て、けがの原因となることがあります。 

溜 

レーザー光源はのぞかない 

^レーザー光源をのぞき込まないでくだ 

じゾさぃ。 

レーザー光が目に当たると視力障害を 
起こすことがあります。 

アンテナエ事 

A アンテナエ事には、技術と絕験が必要で 
すので、目臨なにご欄ください。 
アンテナは送酷電線から離れた場所に 
設置してください。 

アンテナが倒れた場合、感電の原因とな 
ることがありまず。 

ひび割れディスクは使わない 

ベ、ひび割れ、変形、または接着剤などで補 

1 V 修したディスクは、使用しないでくださ 
い。 

ディスクは機器内で高速回転しますの 
で、飛び散って、けがの原因となること 
があります。 
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音量に気をつけて 

〇 はじめに音量(ボリユーム）を最ルにし 
てください。 

突然大きな音がでて聴力障害などの原 
因となることがあります。 

へ、ソドホンをご使用になるときは、音量 
を上げすぎないようにしてください。 
耳を刺激するような大きな音量で長時 
聞続けて聴 < と、聴力に悪い影響を与え 
ることがあります。 


電池の取扱い 

〇 電池は誤った使い方をすると、玻裂、液 
漏れにより、义災、けがや周囲を玻損す 
る原因となることがあります。 

次のことを、必ず守ってください。 

• 極性表示ヴ ラス" +" と マイナス"一" 
の向き）にを意し、表示通りに人れて 
ください。 


よく巧かめて 


移動させる際は 

A 移動させる場合は、電源スイッチを切 
喧リ、必ず電源プラグを]ンセントから抜 
き、アンテナ線、機器聞の接続コードな 
どか部の接続コードをかしてか6行っ 
てください。 

コードが傷つき、义災、感電の原因とな 
ることがあります。 




指定と J かの電池は使用しないで< だ 
さい。また、新しい電池と古い電池を 
混ぜて使用しないでください。 
電池は、加熱したり、分解したり、义や 
水の中に人れないでください。 


お手入れの際は 

A お手入れの際は安全のため電源プラグ 
をコンセントから抜いてください。 
感電の原因となることがあります。 


A 


3年に1度程度を目安に、機器内部の点 
検、清掃をお勧めします。販売店、または 
最寄りのケンウッドサービス窓□に費 
用を含めご柜談ください。 

内部にほこりのたまったまま、長い围掃 
除をしないと火がや故障の原因となる 
ことがあります。 




各部のなまえと働き 


メイン ユニット 


CINEMA EQ . 表示 


周液数表示 
入力切換表示 
プリセットチヤンネル表示 


AUTO DETECT 表示 



主電源のオン/オフを切り換えまず。 

オン/スタンパイ ■ , 

包 ON / STANDBY (む)キー •頸 


音質や音場を調節したいときに使いま 
す。 


フルオート入力、デジタル人力、アナ□グ 
入力を切り換えます。 


主電源がオンのとき、スタンパイ状態の 

〇 MULTI CONTROL つまみ 

-鹽 

の BAND キー 

-齒 

オン/オフを切り換えまず。 

いろいろな設定に使います。 


放送バンドを切り換えます。 


STANDBY インジケーター 

〇 INPUT SELECTOR つまみ 

-闡 

©AUTO キー 


〇 DIMMER キー 

入力を切り換えます。 


" TAPE " 表示と" MD " 表示の切り換えに 

録音モードを変えます。 -齒 

包 VOLUME CONTROL つまみ 

-闡 

使います。 

•閣 

ディスプレイの明るさを調節します。 

0 PHONES 端子 

一頸 

オート選局モードを運ぶときに使います。 


リツスン モード 

〇 LISTEN MODE キー 


リツスンモードを選ぶときに使いまず。 

©サラウンド表示 

DSP モード表示 -鹽 

DSP モードのときじ点灯します。 

DTS モード表示 -蘭 

DTS モードのときじ点灯します。 

DOLBY Dldl も iL 表示 * 顧 

ドルビーデジタルモードのときに点灯し 
ます。 


ヘッドホンで聴くときに使います。 

の SPEAKERS ON / OFF キー -闡 

スピーカーの オン/オフを切り換えま 
す。 

© CINEMA EQ キー -鹽 

CINEMA EQ のが態を切り換えるとき 
に使います。 


-齒 

0 MEMORY キー ー閣 

放送局を登録するとき【こ使いまず。 

の SE 午 [ Tp キー -驢 

スピーカーの設定などをずるときに使 
いまず。 

◎ M 所卜 E キ- -闡 

音を一時的に消ずときに使います。 


スタンバイが態について 

本磯のス女ンバイインジケー女一が点灯中は、メモリー保護のため、微弱な通電を巧っていまず。これをス女ンバイ状態といいまず。このとき、リモコンで本 
機をオンできまず。 
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各部のなまえと働き 


ソモつン 


〇数字キー ー® 

CD や MD を接続したと，きに数字キーとし 
て使用します。また、 TUNER を接続した 
ときは、放送局を選ぶときに使用します。 

〇 D <^^ N - PAGE -*- 

DVQ の操作に使用しまず。 

LOUDNESS キー —顧 

ほ音驾を上げる時[こ使巧しまず。 

〇 MENU キー 

DVD の操作に使用しまず。 

SET UP キー -鹽 

サラウンド再生を設定するときに使いま 
す。 

〇050キー 

DVD の操作に使用します。 

SOUND キー —屬 

音質や音場を調節したしたきに使います。 

0 MULTI CdNTPfOLA/ ▽キ— -鹽 

いろいろな設定に使用しまず。 

他の機器やシステムに接続した機器の 
操作に使用します。 

P.CALLh^/^>H キー —强 

チュ^ナーのプリセットをするときに、 
P.CALL キーとして使巧しまず。 

I ィィ/キー 

接続した CD プレーヤー 、 MD プレーヤー 
を操作ずるとき、スキップ キーと して使 
巧しまず。 

©TUNING*^/ ►►キ ー 

チューナーや接続した機器の操作に使 
巧しまず。 

接続した, CD プレーヤー、 MD プレー 
中 一、 TAPE を操作するとき、サーチキー 
として使巧しまず。 



OA/Bキー 

ダブルカセットデッキを接続したときに 
A 、 臣のカセット切り換えに使巧します。 

+100 キー 

マルチ CD プレーヤーのディスクを選ぶ 
ときに使ち!しまず。 

ofsc Skip キ- 

マルチ CD プレーヤーを接続したときに、 
ディスクスキップキーとして使巧しまず。 
包 BASS Bdd おキ- -麗 

低音域を調整できる最大値に設定しま 
す。 

〇 IN ン PUT SELEd 干 OR キ—の VD，AUX, 
CD/DVD, Ty^lER, MD/TAPE, 
VIDE01, VIDE02) —觀 

入カソースを選択しまず。 

\MM DVD キー 

接続した DVD プレーヤーを操作ずると 
き、スキップキーとして使巧しまず。 

⑩ DISC SEL キー 

他の機器の操作に使巧しまず。 

CINEMA EQ キー —閣 

巧画の音声効果を切り換えまず。 

⑩ M ミが E キ— -闡 

音を一時的に消します。 

© POWER (がキー 

レシーバーの 電源のオン/オフを切り換 
ふまず。 

0 DVD POWER キー 

DVD 装置の電源をオンにします。 

の RECEIVER* — 

レシーバーの操作をするときじ使用しま 
す。 


本体とリモコンで機能が同じでも、キーまた 
はつまみの名称が異なるものがあります。 
本取扱説明書の説明文中では、本体とリモコ 
ンで名称が異なる場合は、リモコンキーの名 
称をかっこ内に表記します。 


◎ -PAGE-UP* — 

DVD の操作に使用します。 

© t 6 p menu キー 

DVDcp 操作に使用します。 

の RETURN キー 

他の機器の操作【こ使用します。 

LISTEN MODE キ- -麗 

リツスンモードを選ぶときに使います。 

© ENTER キー 

他の機器の操作に使用します。 

◄キー 

他の.機器の操作に使用します。 

©B ぶ ND キー ー齒 

放送バンドを切り換えまず。 

►/■ 国卒一 

接続した CD プレー中一を操作するとき 
は、再生/一時停止キーとして使巧しま 

ず。 _ テ-ブ 

接続した MD プレーヤーや TAPE を操作 
ずるときは、再生キーとして使用しまず。 

0 ■■キ ー 

他の機器の操作に使用します。 

ゆ A。- 十〇キ— -齒 

ラジオ放送の自動受信モードを選びま 
す。 

■キー 

接続した pD プレーヤーや MD プレー 
ヤー、 TAPE を操作ずるときは、停止キー 
とし.て使巧します。 

©T 6内 E キ- -闡 

音質を調節するときに使用します。 
®vd 加キ- -闡 

レシーバーの音量を調節します。 
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接続のしかた 


^ 接続をするときは、電源コードのプラグをコンセント 

に差し込まないでください。機器の接続は12ぺージ 
〜18ぺージをご覧ください。 

関連システム機器を接続するときは、関連機器の取扱説明書もあ 
わせてご覧ください。 


マイコン の誤動作に ついで 

正しく接続したのに操作ができなかったり、ディスプレイが誤った表 
示をずる場合は、 r 故障かな？と思ったら」を参照してマイコンをリセッ 
卜してください。 —® 


A 警告 AC コンセント 

背面の AC コンセントに接続する装置の消費電力の合計が指定値を 
超えないようにしてください。义災の原因になりまず。 

電熱器具、ヘアドライ中 一、 電磁調理器などは接続しないでください。 
また、供給電力た内であっても、テレビなど電源を入れたときに大電 
流が流れる機器は使巧しないで<ださい。 


ご注意 

1. 機器間の接続を巧なうときは、必ず各機器の電源を切ってか6巧なっ 
てください。 

2. ずべての接続コードは確実に差し込んでください。差し込みが不完全 
でずと、音が化なくなったり、雑音が発生することがありまず。 

3. 接続コードを振き差しずる場含は、おず電源コードを電源コンセントか 
ら巧いてください。 

4. 屋外アンテナの設置は危険を伴いまずので、販売店、または専門の技 
術者にご依頼ください。 

日.おくに磁石など磁気を発生ずるものが置かれている場合には、スピー 
力一との相互作巧により、テレビに色ムラが発生ずることがありまず 
ので、設置にごを意<ださい。 


アナログ接続について 

オーディオ機器はオーディオピンコードで接続しまず。その場含、音声は 
アナ□グステレオ信号で入出力されまず。オーディオピンコードは赤い 
端子 （R 側に接続）と白い端子 （L 側に接続）のペアになっていまず。これ 
6のコードはお手持ちの機器に付属されています。もしくはおおくの販 
売店で購人して < ださい。 


インプットモードの設定 

CD/DVD、VIDE02、DVD の入力は、それぞれデジ女ル音声入力とア 
ナ□グ音声入力の端子を持っていまず。 

接続した機器をどちらの入力で再生ずるかをあらかじめ選んでおく 
必要がありまず。 

アナ□グ音声の信号を再生したいとき（ビデオデッキを接続したとき 
やデジタル接続をしていないとき）は、接続した入力端子の入カモー 
ドをアナ□グに設定してください。 

接続を終了し、本機の電源を入れた後に]: i 下の操作でインプットモー 
ドを選んでください。 

INPUT SELECTOR 



INPUT MODE 

〇 INPUT SELECTOR つまみで CD/DVD、DVD または VIDE02 を 


〇 INPUT MODE キーを押す。 


巧すたびに切り換わります。 

DTS モードのとき （DTS 表示が点灯） 

广① F-AUTO (デジクル人力、アナ〇ヴ人力) 
I— ② D-MANUAL (デジタル入力） 

CD/DVD、 川 DE02、 または DVD 再生中のとき 

① F-AUTO (デジ女ル入力、アナ□グ入力） 
③ D-MANUAL (デジタル入力） 

一⑤ ANALOG (アナ□グ入力） 


デジタル入力： 

DVD 、 CD 丄 D などに記録されているデジかレ音声信号を再生したい 
ときに選びまず。 

アナログ入力： 

カセットテープ、ビデオテープ、レコードなどに記録されているアナ□グ 
音靑信号を再生したいときに違びまず。 


オートディテクト： 

F-AUTO モード（ディスプレイ内の AUTO DETECT と DIGITAL イン 

ソケークー点灯）では、デジクルサアナ□グの入力信号を選び、優 
先的にデジ女ル入力信号を自動的に選びまず。また、デジタルソー 
ス再生時に入力信号の種類(ドルビーデジ女ル、 PCM、DTS など）と 
スピーカーの設定に含わせてリツスンモードを自動的に選びまず。 
工場出荷時はフルオート設定になっています。 

現在選んでいるリ、ソスンモードを固定したいときは^ド1_)了^\/10向£ 
キーで" D-MANUAL" (マニュアルサウンド）を選んでください。 
このとき、リツスンモードと再生信号の繩み含わせによっては、ドル 
ピーデジタル再生信号に合わせてリツスンモードを自動的に選択ず 
る場含があ y まず。 

INPirfMobE キーをすばやく押すと、音声が闇こえないことがあ 
りまず。その場合再度な DE キーを押し直してください。 
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接続のしかた 




























接続のしかた 



































接続のしかた 


デジタル機器の接続 


デジタル入力端子はドルビーデジタル、 DTS または PCM 信号で使巧できます。ドルビーデジタル、 DTS または PCM 標準フォーマットのデジタル信号を 
出力できる機器を接続します。 

デジタル機器を接続したときは「インプットモードの設定」をよくお読みください。 -勘 


- 

® CD/DVD 

OPTICAL P ノ 

VIDEO 2 、ノ 
COAXIAL 
DIGITALIN 


COAXIAL 

DIGITAL 

OUT 

( AUDIO ) 

RF デモジュレーター 
DEM-9991D (別売り） 


COAXIAL DIGITAL OUT ( AUDIO ) 

DTS、 ドルビーデジタル（または 
- PCM) 同軸デジタル出力のある 
機器 

ビデオ厦号とアナ□グオーディオイ言号 
は、 VIだ io 2端子に接続しまず。 

( r ビデオ機器の接続」参照）-勘 


DOLBY DIGITAL 
RF OUT ( AUDIO ) 


PCM OUT 


LD プレーヤー 


OPTICAL DIGITAL OUT ( AUDIO ) 


光ファイバーケーブル 


CD プレーヤーまたは DVD プレーヤー 


DIGITAL RF OUT 端子のある LD プレーヤーを接続するには、 LD プレーヤーを別売りの RF デモジュレータ ー （DEM-9991D) に接続します。 

デジタル デジタル 

それから、デモジュレーターの DIGITAL OUT を本機の D に ITAL IN 端子に接続します。 

ビデオ 

ビデオ信号とアナログオーディオ信号を VIDEO 2端子に接続します。（「ビデオ機器の接続」参照） 
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接続のしかた 





































接続のしかた 



numi 


ス ヒーカーター ミナルの接続 



• スピーカーコードの十と一は絶対にショートさせないでください。 
■左ちを逆にしたり、極性を商違えて接続しまずと、葉器などの位置が 
はっきりせず、不自然な音になりまず。正しく接続してください。 


スピーカーインピーダンス 


フ □ントス ピーカー . 6 〜 16 n 

セン女ースピーカー .6-16 Q 

サラウンド スピーカー .6-16 Q 


プリアウトの接 m 

本機はサブウーファー巧のプリアウト端子を備えていまず。アンプを内 
蔵していないサブウーファーを接続ずる時は、下記の例のようにパワー 
アンプを接続ずる必要がありまず。 



アンテナの縷，続 


A 屋外アンテナ設置上のごを意 

アンテナエ事には、技術と糖験が必要でずので、販売店にご相談くだ 
さい。アンテナはち配電線か6離れた場所に設置してください。アン 
テナが倒れた場合、感電の原因となることがありまず。 


PM ループアンテナの接続 

が属のアンテナは室内巧でず。本磯、 TV 、 スピーカーコード、電源コー 
ドサらなるべく離れたところで受信状態の一番よい方向に向けます。 



FM 室内アンテナの接続 

付属のアンテナは室内用で、一時的に使用ずるちのでず。安定した受 
信のためには、屋外アンテナの使用をお勤めしまず。屋外アンテナを 
接続したら、室内巧アンテナは取りタトしてください。 



AM ループアンテナ 


漫= _ 
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接続のしかた 


シス テムコントロール接続 


ケンウッドのオーデイオコンポーネントシステムを接続したとき、シス 
テムコントロールコードを接続することで、便利な機器相互間のシステ 
ムコントロール動作が可能になります。 

ケンウッドのシステムコントロールには、2種類のモードがあります。本 
機は SL 1 B のモードのみに対応しています。因のモードに対応し 
た機器と接続してください。 

システムコントロール切り換えスイッチがある機器の塌合は、区 L 面 
モードに切り換えて接続して〈ださい。 


システムコント□-ル =^»azz\=^ - 

コード 

◎ SUE ) 


• システムコント□ールコードは、上下どちらの端子でも接続できま 
す。 


接続例：〔江尼]モード接続 

下線部が還は‘れているシステムコント□ールモードを示しまず。 


[SL161 


[SL161 [XS] [XS 8] [XR] 


[SL161 [XS] [XS 8] 


[XS] 


• システムコント□ールを使うには、各機器を各機器の端子に正しく 
接続してください。 CD プレーヤーを使う場合は CD 端子に、カセッ 
トデッキまたは MD レコーダーを使う場含は、 MD / T ? 巧 E 端子に接 
続してください。2台た上の CD プレー中一を接編ずる場含などは、 
CD 端すにつないだ1台だけをシステムコント□ールできます。 

• CD プレー中一、カセットデッキには、 EU 因モードに対応している 
機器と対応していない機器があります。対応していない機器はシス 
テムコント□-ル接続しないでください。 

• MD レコーダーには、システムコント□-ルに対応していない機器 
があります。これらの機器はシステムコント□ール接続はできませ 
ん。 


ご注意 

1. 区 L 面と_^外のモードとのシステム動作の組み含わせはできません。 
もし、このような組み含わせであった場含は、システムコント□一 
ルコードは接続しないでください。システムコント□ー ルを接続し 
なくても、通常の性能、操作性が損なわれることはありません。 

2. 当社指定]:>(外の機器との接続は、故障の原因となりますのでおや 
めください。 

3. システムコント□ールプラグは根元まで差し込んでください。 


レンー/く一 


カセットデッキまたは H 
MD レコーダー 


CD プレーヤー 


システム 
コント□-ル 
コード 


レコードプレーヤー 


シス テムコントロール動作について 

リモートコントロール 

本機に付属するシステムリモコンで、ソース機器を操作ずることがで 
きます。 

オートマチックオペレーション 

ソース機器側の再生を始めると、本機の入力切換が自動的にその機 
器の入力切換に切り換わりまず。 

シンクロ録音 

CD 、 MD を録音ずるときに、プレーヤーの再生を始めると、連動して 
録音をスタートさせることができます。 


サ ラウンドス ピーカー の設置のしかた 



フロントスピーカー 


センタースピーカー 


サラウンドスピーカー 


サブウーファー 


前面左右に設置します。モードにササわ6ず 
必ず使用しまず。 

前面中央に設置しまず。音像の定位を良くし、 
音の移動感を再現しまず。サラウンド再生に 
は必ず必要でず。 

座る位置の真横または少し後ろで、聴く人の 
ちの位置より1メートルほど上方に、水平な状 
態で設置してください。音の穗動感や鞠場感 
などを再現しまず。サラウンド再生には必ずお 
要で才 

重低音を迫力ある音で再現しまず。 


• すべてのスピーカーを設置ずると理想的なサラウンド再生ができ 
まずが、セン女ースピーカーまたはサブウーファーをお持ちでない 
場含は、それ6の信号を各スピーカーに割り振って、お手持ちのス 
ピーカーで最適な再生を巧います。 - 
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ノ I ワー オン 万フ オン スタンパイ 

□ POWER ON/OFF と ON/STANDBY わキーまたは 

.‘り一 

POWER (わ)キーを巧して本機の電源をオンにする。 


try 卜 /ッフ c' シト いりつ 

且 SET UP キーを押して SET UP モードにする。 

セット アップ マルチ コント□-ル マルチ 

SET UP モードでは、 MULTI CONTROL つまみ、または！ VIULTI 
CONTR も L キーを使うと、次のように表示が切り換わります。 

スピーカーセットアップ 

广① SP SETUP 
③ TESTTONE 
③ DISTANCE 
し ④ EXIT 

SET UP フ□一はた下のようになりまず。 


© MULTI CONTROL つまみ、または MULTI CONTROL キーを 
使ってサブウーファーの設定をする。 

广 ① SUBWON :サブウーファーの設定を日 N にするとき。 

L ►③ SUBW OFF :サブウーファーの設定を OFF にずるとき。 


□ 接続してし 、るスピーカーを遇ぶ。 

〇 i ちち ff [ j ちを選択して seTup キーをもう一度押すと、サブ 
ウーファー設定表示" SUBW ON " があらわれます。 


操所のしかた 

/巧一 

本磯がスタンバイ状態のときに、リモコンの POWER (む)キーを押すと、 
電源がオンになりまず。電源がオンになった6、操作したいキーを押し 
ます。 


操作範囲のめやす 



リモコン受光部 


ホ外線システム 


»リモコンの各操作キーを巧してか6次のキーを巧すときは、約1秒 
上の閨隔をあけて確実に押してください。 


ごを意 

1. 付属の乾電舰ま、動作チェック巧のため、寿命が短いことがありまず。 
ご了承ください。 

2. 操作できる距離が短くなった6、ずべておしい電池と巧樓してくだ 
さい。リモコンは電池を取り換えている間でも、セットアップコードの 
メモリーを保持するように設計されています。 

3. リモコン受光部に直射日光や高周液点灯(インバーターちまなど)の 
単光灯の光が当たると、正しく動作しないことがあります。このよう 
な場合、誤動作を避けるために設置場所を変えて < ださい。 




POWER ON/OFF SETUP 


工場出荷時は初期設定状態になっていますので、接続したスピーカー（サ 
ブウーファー、フ□ント、セン女—、サラウンド）の各種設定をしまず。 

ON/STANDBY む MULTI CONTROL 


リモコンの準備 


スピーカーの 言受定をす る 





接続のしかた 


サラウンド再生の準備をする 



次頁に続く 
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サラウンド再生の準備をする 


•初期設定は" SUBW ON " になっています。 

• "SLOW OFF " を選んだ場合はフ□ントスピーカーは自動的に 
"FRNT LRG " (ラージ)に設定されます。手順〇にすずんでく 
ださい。 t 7 

手順©の前に、 SET UP キーを押して確定させます。 

• サブウーファーからの音声を再生したいときは、 "FRNT NML " 
(ノーマル）を選びます。 

〇 SET UP キーを押して確定させる。 

• フ□ントスピーカーの設定表示は、 "FRNT LRG " になりまず。 


⑩ MULTI CONTROL つまみ、または MULTI CONTROL キーを 
使ってサブウーファーリミックスの設定をする。 

广 ① RMXON :サブウーファーリミックスの設定を ON にずるとき。 
し ③ RMX OFF :サブウーファーリミックスの設定を日 FR こずるとき。 

⑩ SET UP キーを押して確定させる。 

• スピーカーの音量レベルを調節ずるモードになりまず。 

• 口、 曰では選ばれたスピーカーで調整が必要なチャンネルのみ 
表示されまず。 


SPW 

の□の1 

:::； : ■.ミ.. 

::: FM 

flTIBl 


；■■ ■■ 


... 



口 □□ S 

! \ ■ ;ミ！ 

.ミ、ミ…"ミ 

STHE0 


マルチ コント□-ル マルチ コントロール 

〇 MULTI CONTROL つまみ、または MULTI CONTROL キーを 
使ってフロントスピーカーの i 受定をする。 


广 ① FRNTNML (ノーマル）： 普通のフ□ントスピーカーのとき。 
し ⑤ FRNTLRG (ラージ） ： 大きめのフ□ントスピーカーのとき。 

• "FRNT LRG " (ラージ)を運んだときは、サブウーファーの設定 
を" SUBW ON " にしてもサウンドソースによっては、サブウー 
ファ—から【ホ音が闇こえない場含がありまず。 " SUBWON " に 
設定し、 CINEMA EQ を選ぶと、サブウーファーから音が闇こえ 
まず。 

ステレオモードでは、音声がフ□ントスピーカーに直接送られま 
ず。 


□ 各スピーカーの音量レベルを調節する。 

実際に聴く位置でテストトーンを聴いて、各スピーカーが同じ音量レ 
ペルになるように調整しまず。 

〇 TEST t 6 良 E を選択して、 S 岸 njp キーを押すと、みお〇、 
MANUAL 選択表示になります。 

I ■►① AUTO 
^©MANUAL 

〇 MULTI cd が ffiOL つまみ、または M ごご Tl CO がちレ〇しキーを 
使って AUTO 、 または MANUAL TEST TONE を選択する。 
AUTO または MANUAL を選択するために、もう一度 SET UP 
キーを押します。 


© 居ド ijp キーを押して確定させる。 調節したいスピーカーチヤンネルからテストトーンが出ていると 

マルチコントロ-ル マルチコントロ-ル 

• センタースピーカーの設定表示は、" CNTR " になります。 きに MULTI CONTROL つまみ、または MULTI CONTROL キー 


〇 MULTI CONTROL つまみ、または MULTI CONTROL キーを 
使ってセンタースピーカーの設定をする。 

フロントスピーカーを " LRG " に設定したとき 

广 ① CNTR NML (ノーマル）：普通のセンをースピーカーのとき。 

③ CNTR LRG (ラージ）:大きめのセン女ースピーカーのとき。 
—⑤ CNTR OFF :センタースピーカーの設定を OFF に 

ずるとさ。 


を使って音量レベルを調節する。 

AUTO を選択した場合、下の順でテストトーンが2秒ずつ聞 
こえます。 


L 一 C 一 R 一 SR 一 SL 一 SW 



テストトーン出力中のチャンネルが点滅します。 


フロントスピーカーを " NML " に設定したとき 
广 ① CNTR ON :センタースピーカーの設定を曰 N にするとき。 

L ⑤ CNTR OFF :センタースピーカーの設定を OFF にずるとき。 

〇 SET UP キーをもう一度押して確定させる。 

• サラウンドスピーカーの設定表示は、 " SURR " になりまず。 

包 MULTI CO が f 置 0L つまみ、または M ごご TI C0 がちた) L キーを 
使ってサラウンドスピーカーの設定をする。 

センタースピーカーを " LRG " に 設定した とき 

广 ① SURRNML (ノーマル） ： 普通のサラウンドスピーカーのとき。 

③ SURR LRG (ラージ）:大きめのサラウンドスピーカーのとき。 
L ⑤ SURR OFF :サラウンドスピーカーの設定を OFR こ 

ずるとき。 

センタースピーカーを " LRG " (外に設定した とき 

广 ① SURR ON :サラウンドスピーカーの設定を ON にずるとき。 
し ③ SURR OFF :サラウンドスピーカーの設定を OFF にずるとき。 

包 SET UP キーをもう一度押して確定させる。 

• サブウーファーリミックスの設定表示は、 "SW RE - MIX " にな 
りまず。 



• 再生時に各スピーカーの音量レペルを変更ずると、この項で設 
定した内容わ変わりまず。 -® 

• スピーカー設定を OFF にずると、設定したスピーカーレベルは 
リセットされまず。 

0 S ちドだ P キ—を押す。 

• テストトーンが止まり、スピーカーまでの距離を入力ずるモード 
になりまず。 

〇 MANUA しを選択した場合、スピーカーチャンネルを選ぶごと 
に SET UP キーを押します。 

且 スピーカーまでの距離を入力する。 

OS ちドが P 表示から Dll ： ドぶもを選び、 si ド ijp キ—をもう— 
度巧します。 

〇リスニングポジション（聴く位置）から各スピーカーまでの距 
離をはかる。 


"SW RE - MIX " の文字がスク□-ルしまず。 


spHa 

の □ 因： :: 

:' ミ .… 

•"".1 


(SW : : : 

□ □ ..... 5 •- i ..... 

■■■■ 1 

STEREO 


• サブウーファーの設定が OFF のときは、サブウーファーリミック 
スは設定できません。 


メモしておきましよう。 

フ □ントスピーカーまで メートル 

センタースピーカーまで _メートル 

サラウンド スピーカーまで _メートル 
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サラウンド再生の準備をする 


再生のしかた 


〇 MULTI CONTROL つまみ、または MULTI CONTROL キーを 
使ってフロントスピーカーまでの距離を選ぶ。 

調整ずる スピーカーが 点滅します。 

\、\ I / と _ 


フィート表 7 F 


メートル表示 


• 日. 3 m 〜目 . Om まで、0.3 m ごとに調整できます。 

包 SET UP キーを押し確定させる。 

0 © 、〇を繰り返して各スピーカーまでの距離を入力する。 

©全てのスピーカーを確定するとセットアップは終了し、下記の 
表示にかわります。 



•選ばれたスピーカーが表示部に表示されまず。正しく選ばれて 
いるか磕認してください。 

© f ぶ巧を表示中に si ド ijp キーを押すと、 si ド ffp モードは終 
了します。 


インプットレベルの調整(アナログ再生時のみ) 

アナ□グソースサら人力されている信号が大きすぎるとき、 CUP 表 
示が点減しまず。インプットレベルを調節してください。 



〇 INPUT SELECTOR つまみで調整したいソースを選ぶ。 

♦それぞれの入カソースに異なる入カレペルを記憾することが 
できます。 

包 SOUND キーを繰り返し押して " INPUT " 表示にする。 


包 MULTI CONTROL つまみ、または M ご LTI CONTR レ OL キーを 
使ってレベルを調整する。 



• 調整モードは約8秒間表示されます。 

• インプットレベルは OdB 、一3 d 巨、一加巨の3段階で調節でき 
まず（初期設定は Od 巨）。 


〇 SOUND キーをもう一度押して、入力表示に戻す。 


再生をする前に 

再生をずる前に必要な準備をしておきましょう。 


ON/OFF ON/STANDBY の 



INPUT MODE 


電源の入れかた 

〇関連機器を接続し、電源をオンにする。 

包 POWER ON / OFF と ON/STANDBY む キーを押して本機の電源を 
オンにする。 


インプットモードの選択 

CD/DVDs VIDEO 2、または DVD に接続した機器で再生ずるときは、イ 
ンプットモードが接続した機器の再生ずる音声信号（デジタル入力また 
はアナ□グ入力）に合っていることを磕認してください。 -魔 


MD / TAPE の選択 

MD / T 冉 PE 端單こ接編した機器に入力のを称を合わせてください。工場 
出荷時は、" TAPE " になっていまずので、" MD " に変更したいときは]: 
下の操作を巧ってください。 

〇 INPUT SELEdtOR つまみで " TAPE " を選ぶ。 

〇 AUTO キーを2秒が上押し続ける。 

■入力表示が " MD " に変わります。 

• 元の表示に戻したいときは、操作©を巧って<ださい。 


スピーカー の設定 


スピーカー表示を点なさせる 



SPEAKERS キーでスピーカーを ON または OFF に切り換える。 
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巧生のしかた 


普通の再生 


音の調節のしかた 


VOLUME CONTROL 



SPEAKERS ON/OFF VOLUME CONTROL 



BASS BOOST 
MUTE 



LOUDNESS 

MULTI 

CONTROL 

CINEMA EQ 

TONE 

VOLUME 


□ INPUT SELECTOR つまみ、または INPUT SELECTOR 
キー で聴きたい ソース を還ぶ'。 

人カソースは、次のように切り換わりまず。 

INPUT SeCeC 干 OR つまみで選ぶとき。 

广① " AUX " 

③ " TUNER " 

(D " CD / DVD " 

④ " TAPE " または " MD " 

⑤ "VIDEOr 

⑥ " VIDE 02" 

* ③ " DVD " 

^選んだソースを再生する。 

且 1/ぶ tyyt 忙 C ぷ篇台 b / ■つまみ、 または vSIMa 巨 キーで音量 
を調節する。 


音質を調整する(リモコンのみ) 

音質は、レシーパーが PCM ステレオモードかアナ□グステレオモードに 
なっているときに調節できまず。 

〇 TONE キーを巧して、 TONE ON/OFF 選択表示にする。 

な MULTI CONTgbL つまみ、または mOItI CONTROL キーを 使つ 
て ON/OFF を選択する。 


SP ■柏 の口広） ： 

励 ： 

TONE 1 _ ] ( _ ] : 


N 



; り 41 DI6I"L 


〇 TONE ON を選択してもう一度 TONE キーを押すと、が下のように 
切り換わります。 

TONE : T & NE 設定をオン/オフにずる。 

② BASS : TO [；^ E 設定がオンのとき低音域を調整する。 

♦⑤ TREB : T 日 NE 設定がオンのとき高音域を調整する。 

SPI" の口怖 .. ミ ..；:: . :"： ::: 。の … 

isy^ I : •• •• こ： こ 

TONE 口 □ ミ ：■•: .i ■■: : :■■…： STEREO 


〇 MULTI CONTROL つまみ、または MULTI CONTROL キーを使つ 
て音質を調整する。 

•低音と高音のレペルは一10か6十1日の範囲で2ステップごとに調 
節できまず。 

■調整項目は約8妙間表示されまず 。 ' 

• CINEMA EQ を選択している場含は、 T 日 NE 機能は調整できません。 


ワンタッチで低音域を強調する (バス ブー スト) 

(りモコンのみ) 

音質は、レシーバーが PCM ステレオモードサアナ□グステレオモードに 
なっているときに調節できまず。 

BASS BOOST キーを押す。 

■ イを音域を調整できる最大値（十1 0) に設定されまず。 

• T 日 NE 設定は、自動的に日 N になりちす。 

• 音質や音場の調整モード中、または TONE 設定が OFF の時は使用で 
きません。 

もとのが態にもどすには 

もう一度 BASS BOOST キーを押します。 






























巧生のしかた 


録音(録画)のしかた 


ラウドネスモード（リモコンのみ) 

ラウドネス機能は、音築の深みを保つ低音設定を調節することができまず。 
レシーバが PCM ステレオモードかアナ□グモードになっているとき調節 
できます。 

LOUDNESS キーを押して LOUDNESS 設定を ON にする。 

解餘するにな_がが 

もう一度 LOUDNESS キーを押して " LOUDNESS " 表示を消灯 
させます。 


~時的に音を消す 

スピーカーの 音を一時的に消しまず。 

MUTE キーを押す 



録音のしかた(アナログソース) 



音楽ソースを録音する 

〇 INPUT SELECTOR つまみで録音するソース （" MD / TAPE " が 
外)を選ぶ。 

な TAPE 、 または MD レコー ダーを録音待機が態にする。 

〇ソースを再生し、録音を開始する。 


解隐するには 

もう一度 mCjVe キーを押して " MUTE " 表示を消灯させます。 
•ボリュームつまみを回しても解除されます。 

CINEMA EQ モード 

ドルビーデジタルまたは DTS 再生中に CINEMA EQ 日 N スイッチを入 
れることで、この感動的なサウンドタカ菜をお楽しみいただけます。 


CINEMA EQ キーを押す。 

"CINEMA EQ " の文字がスク日ールしまず。 


♦な!乂 EMA がオンの時、サブクファーリミックスが働きます。 

• REC MOpE がオン、または TRE 巨 LE レベルが-目かそれ]:>(下のと 
きは 、 CINEMA EQ 磯能は働きません。 

解除するには 

もう一度 CINEMA EQ — キーを押すと 、" CINEMA EQ " 表示が消 
え、‘‘ OFF " が表示されます。 

• CINEMA EQ をオフにしても、次の設定が選ばれるまでその設定 
がを続していることがあります。 


録画のしかた 

〇 INPUT SELECTOR つまみで録画するソース （" VIDEO 1" ]^(か） 
を選ぶ。 

包 VIDEO 1に接続したビデオデッキを録画待機が態にする。 

• デジ女ルソースを録画するために、 re"c M な [5 e を選びます。 

〇ソースを再生し、録画を開始する。 

• 録画ずるビデオソースによってはコピープ□テクトが働き、録画で 
きないことがありまず。 —願 


緣音のしかた (デジタ J レソース) 

デジタルソースには通常のステレオ信号]:>(外にも、 DTS 、 ドルピーデジ 
タル勺:どマルチチャンネルの信号がありまず。本磯を A-REC(Auto- 
Recor わ 自動録音)モードに設定ずると、自動的にすべてのデジかレソー 
スをステレオ2チャンネルにダウンミックスして、録音ずることができま 
ず。 

ただし録音中にデジ女ル信号の種類が変わると、変わった最初の部分で 
音声がとぎれることがあります。 


ヘッド‘ホンで願ぐ 

〇 SPEAKERS ON / OFF キーを押してスピーカー ON / OFF 表示を消 
灯させる。 

消なを確認しまず。 


卸が 囚 D 画 

励 
口 □ 


• サラウンドモード時にずべてのスピーカーをオフにすると、サラウ 
ンドモードは解除され、ステレオ再生になりまず。 

包ヘッドホンを PHONES 端子につなぐ。 



包 VOLUME CONTROL つまみ、または VOLUME キーで音量を調節 
する。 


レつード レコード 

A - REC (または M - REC ) モードで録音する 


DIMMER 


I 

I 






n 

||==|| 

◎ 

I 


〇 

〇 

ピ 

巨 

S ロロ己 SOC 


一 I 

I 一 


INPUT SELECTOR 


〇 INPUT SELECTOR つまみで録音するソースに D 、 DVD または 
VIDE 02) を選ぶ。 

包 TAPE 、 または MD レコー ダーを録音待機が態にする。 

次頁に続く 
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録音(録画)のしかた 


放送を聴く 



受信ずると、“ TUNED " が点灼 

オート選局のとき ： 自動的に次の放送局を受信しまず。 

マニュアル 選局のとき： 受信ずるまでつまみを回し（またはキーを 
押し）ます。 


インプット セレクター 


Q INPUT SELECTOR つまみ、または TUNER キーで 
チューナー を選ぶ’。 

□ BAND キーで放送バンドを選ぶ。 

押すたびに JiTF のようにバンドが切り換わります。 

广 ① FM “ AM " または‘ ‘ FM " 表示が点灯 

L ③ am - 

I…"I…" GHSI I 


且 AUTO キーで選局方法を選ぶ。 

押すたびに JiTF のようにチューニング方法が切り換わります。 

广① At )- か点 I 灯け-卜選局） " AUTO " 表示が点灯 

^② AUTO 消灯（マニュアル ："…："…： FM 


• 通常は、 " AUTO " (才ート選局）にしておきまず。電波が弱く、雑音 
がるいときは、マニュアル選局にしまず。（マニュアル黃信のとき、 
ステレオ放送はモノラル受信になりまず。） 

□ MULTI cdi な f ち0しつまみ、 M [ Kti cd な flk > し年一、また 
は TUNING ^ /ーキー で放送局を選ぶ。 

_ ステレオ蕃組のとき、 

周ミ巧数表 W " ST " 表示が点な 



放送局を最大40局まで記憶させ、ワンタッチで受信することもで 
きます。 


放'送を受信する 



包 DIMMER キーを2秒 JiUL 巧して、 A-REC または M-REC モードを選 


»2秒ごとに次のようにモードが変わりまず。 

-① REC ち.ードオフ：オフ 

⑤ A-REC :デジタル信号 （ DTS 、 ドルビーデジタル、 PCM ) 

が自動的にステレオ信号にダウンミックスされ 

レ〕-ド ます。 

-⑤ M-REC :デジタル信号 （ DTS 、 ドルビーデジタル、 PCM ) 

を固定します。 


レコード 

A-REC モード 


M-REC モード 


〇ソースを巧生し、録音を開始する。 

•音声が化力されないときは DIMMER キーを巧しまず。 
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放送を聴く 


P.CALL 

/ ►►{ 


□ TUA/ 打?キーでチューナーを遇ぶ'。 

且 P. CALL Iィィ /W キーで目的の放送局を選ぶ。 

• 丰一を押すたびに.記憶されている放を局が順に切り換わりまず。 

P . CALL W キーを巧すと 

I ~ ► 01 一02 - ► 03 一...- ► ... - ► 38 - ► 39 - ► 40 — i 


コール 

P . CALL I ◄◄キーを巧すと 


. 01卜02 «•- 03 ^ . 


. 38和：39和40， 


► W または[◄◄キーを押したままにすると、約 0.5 抄間隔で、放送局を 
スキップします。 


記憶させた放送局を順に聴くぞ篇む 


□ TUNER キーでチューナーを選ぶ。 

成数字キーで目的の放送局のプリセット番号を押す（最大 
"40")。 

数字キーを巧す順序は... 

**15" なら...囚固，固 
"20" なら…画，画，回 

• 10のがを押し間違えたときは、+1日キーを数回押し、元の表示に 
戻してか6人力し直してください。 


山 LJLEJ 
函 
ロロ 


で ■"し.田" 


放送局を記憶させる 


MEMORY 



MULTI CONTROL 


□ 記憶させたし 、放送局を受信する。 
且 受信中に ME ぶ iORY キーを押す。 


点滅巧秒闇） 点な巧秒闇) 



日 MULTI CONTRO しつまみを使って1〜40のプリセット番 
号を還ぶ。 

旦 MEMORY キーをもう一度押して確定させる。 

• □、曰、曰、口を繰り返して、それぞれの放さ局を記憶させまず。 

• 同じ香号に重ねて記憶させると、新しい記懦内容に変更されます。 


記憶させた放送局を受信する 


R 

E 

N 

U 



R 

E 

N 

U 



キ 

字 

数 
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臨場感を楽しむ 


本機のリツスンモードを使って、いろいろな種類の映像ソフトで、臨 
場感をお楽しみいただけます。 

サラウンドモードを最高の状態でお使いし、ただくため、ご使用前こ、 
スピーカーの設定を巧ってください。 —鹽 


サラウンドモードの種類 


デ'ソタル シアター システム 

DTS(Dig け a! Theater System) 

DTS は新しいサラウンドち式で、ドルビーデジ女ルを上回るデー女量を 
持ち、より高音質のサラウンド再生ができまず。稳奇マークのがいた DVD 
やレーザーディスクソフトなどを再生することができまず。信号のチヤン 
ネル数は、ドルビーデジタルと同じ 5.1 チャンネルでずがデジタル録音時 
の音黃圧縮率を低くしたフォーマットであるため、音に厚みのある高 S / 
N の再生が巧能になっていまず。また、ダイナミックレンジが広くセパレー 
シヨンに優れるなど織密で雄大なサウンドが特長です。 



口— フリークエンシー イフェクツ 

* LFE = Low Frequency Effects の略。このチャンネルは、サブ 
ウーファーに、指向性のない低周液数信号を送り、より深みのある 
低音の音場効果を再現しまず。 

DTS には己.1または LFE チャンネルがあります。 

このチヤンネルが入力されているときは、ディスプレイに "LFE" 
表示が点なします。 


Dolby Digital サラウンドモード 

ドルビーデジ女ルサラウンドモードでは、ドルビーデジタルプ□グラム 
ソース（巧顆マークのがいた DVD やレーザーディスクソフトなど) 
からの 5. 1チャンネルのデジタル人力を、デジタルサラウンドサウン 
ドでお楽しみいただけまず。今までのドルビーサラウンドとちジて A ド 
化坟ーデジタルモードは、音質、空間的な広がり、そして Dynamic 
range の面で、はるかに優れた効果を演出しまず。 

ご注意 

5.1 チャンネルのドルビーデジタルサラウンドサウンドを聴くために 
は、フ□ントスピーカー（をち）、センタースピーカー、サラウンドスピー 
カー（左ち）、サブウーファーを接続ずる必要がありますが、本機はフ 
□ントスピーカーだけを接続していても、ドルビーデジタルやドルビー 
プ□□ジ 、ソ クがプ□グラムされているソースをお楽しみいただけます。 



口— フリークエンシー イフIクツ 

* LFE = Low Frequency Effects の略。このチャンネルは、サブ 
ウーファーに、指向性のない低周波数信号を送り、より深みのある 
低音の音場効果を再現しまず。 

このチャンネルが入力しているときは、ディスプレイに "LFE" 表 
示が点巧します。 

ドルビーデジタルサウンドトラックは、独立して低周波数チャンネ 
ルを持っていまずが、サブウーファーを接続すると、他のサラウン 
ドモードにおいても、低音の音質をよくすることができまず。 


「 DTS 」 及び 「DTS Digital Surround 」 はデジタ 
ルシア ターシス テムズの商標です。 




SURROUND 


ドルビーラボラトリーズかろの実施権に基づき製造されていまず。 
DOLBY、PRO LOG に及びダブル D 記号はドルビーラボラトリーズの 
商標です。 
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臨場感を楽しむ 


Dolby PRO LOGIC n 

この新しいサラウンドシステムは、特に空商的な広がりや指向性、音 
の明廳さに重点をおいて設計されていまず(□□因^^!^^^^マークの 
あるビデオやレーザーディスクソフト等）。すぐれたフィードパック □ 
ジック設計を内蔵し、サラウンドやステレオのマトリックスデコーディ 
ング、全帯域サラウンド化力が特長です。本磯にプ□グラムされてい 
る PRO LOGIC n モードは、 fVI 日 VIE 、 MUS に、 PR 日 LOG にの3種類 
でず 。 PRO LOGIC II の M 日 VIE モードには、計算された質の高いサ 
うウンドサウンドを再生するようプ□グラムされていまず。一ち 
MUSI & モードはサウンド空商を好みに合わせて最善の状態に調整で 

ディメンション センター ウィス パノラマ 

きるよう 、 rDimensionjrCenter WidthJrPanorama 」 モードと いつ 
たコント□ーラが用意されていまず。 rDimension 」 はサウンド空間の 
状態を前後のち向へ調整し 、 reenter Width 」 [ま左右およびセン女一 
スピーカーのパランスを調整します。 「 Panorama 」 はサラウンドス 
ピーカーを含めて前面のステレオ感を大きく拡大し、部屋全体を使っ 
て r 音に包まれる」ような感覚を巧わうことができます。 



DSP モード 

DSP (デジタルシグナルプ□セ、ソサー）サラウンドモードは、ソースに 
含わせて劇場やコンサートホールなどの雰团気を違択ずることがで 
きまず。 CD プレー中一やテレビ、 FM ラジオなどのステレオ信号を人 
力しているときに有効です。 

コンサートやスポーツなどをよりいっそうお楽しみいただけます。 



DSP にっし、て 

通常音質は周囲の環境、特に残響音によって左ちされまず。 DSP は入 
カソースに、その音質をそこなわず、コンサートホールなどの残響音 
を祀えるものでず。 
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臨場感を楽しむ 


サラウンド再生 


トルビー 了ゾタル nm -1 

DOLBY DIGITAL はマークの人った DVD 、 LD ソフトおよび、 
DOLBY D に ITAL フォーマットのデジタル放送などに有効です 。 DOLBY 

プ CD □ジック 

PRO L 〇 6には 口口 I POLBY SURROUND | マー々の入ったピデオ(または DVD 、 
LD ) ソフトの再生時に有効です。 


LISTEN MODE 



INPUT MODE INPUT SELECTOR 


INPUT. I 
SELECTOR 



LISTEN MODE 


DOLBY DIGITALi 言号を入力してし 、るとき/ 

ドルビー デジタル プ〇 CD ジック ステレサ 

(DOLBY D に ITA し PRO LOG にまたは STERE 日のいずれかの表 
示が点巧します。） 


广の 

③ 

③ 

④ 


L ⑥ 


DOLBY DIGITAL 
PL n MOVIE 
PL n MUSIC 
PRO LOGIC 

STEREO 


: DOLBY DIGITAL サラウンド。 

(DOLBY D に ITAL 表示が点な） 

: PRO LOGIC n サラウンド MOVIE モード。 

{PRO LOG に表示が点な） 

: PRO LOGIC II サラウンド MUS にモー ド。 

{PRO LOG に表示が点な） 

: PRO LOGIC n サラウンド PRO LOGIC 

モー广。 

{PRO LOG に表示が点な） 

:通常のステレオ再生。 


ドルビー デジタル 

DOLBY DIGITAL を選んだとき 

ドルビー デジタル 

DOLBY DIGITAL ので字がちかろ 左へ 流れます。 


SPI® 圧 7 仁 ? 面 ..!.. ミミ1 

口 S □ "iJ 


: \； :: 

.ミ. 口 GIT 化 

: DOLBY DIGITAL 

.：. PRO LOGIC 


DTS 信号を入力し でいるとき： 

( DTS 表示が点な） 

广の DTS : DTS サラウンド 

•—② STEREO: 通常のステレオ再生 


準燃しましょう。 

• 使巧ずる関連機器の電源をオンにずる。 

•サラウンド再生の準備をずる （ r スピーカーの設定をする」）。 

—呵 

• INPUT SELECTOR つまみで再生したい入カソースを選ぶ。 

• INPUT MODE キーで、再生したいソースのインプットモード（ア 
ナ□グまたはデジ女ル）を選ぶ。 

•インプット モードをアナ□グに設定ずると DTS ソースを再生した 
ときにノイズがでることがありまず。 

n ビデオソフトを巧まする。 


且 LISTEN MODE キーを押してリツスンモードを選ぶ。 

リツスンモードの設定は、それぞれの入力で独立して記憾していを户 
イ>_オソトモードがフルオートに設定されていると （"AUTO 
dIYect" が点灯)、入力信号のクイプやスピーカー設定の内容に合 
うリツスンモードが自動的に選ばれます。 

LISTEN MODE キーを巧すたびに切り換わります。 

このとき、な下のリツスンモードの中から、現在の入力信号の種類やス 
ピーカーの設定で再生できるモードのみが選べます。 


ドルビー デ"クル 

DOLBY D / G /™ し DTS ががのアナログ信号またはデジ 
タル信号のとき: 


© PLn MOVIE 

③ PLn MUSIC 
感 PRO LOGIC 

④ ARENA 

CD JAZZ CLUB 
愈 THEATER 
風 STADIUM 
CD DISCO 
—感 STEREO 


: PRO LOGIC II サラウンド MOV 忙モード。 
{PRO LOG に表示が点灯） 

: PRO LOGIC II サラウンド MUS にモード。 
{PRO LOG に表示げ点灯） 

: PRO LOG に n サラウンド PRO LOGC モード。 
{PRO LOG に表示が点な） 

: DSP サラウンド ARENA モード。 

: DSP サラウンド JA 之 Z CLU 巨モード。 

: DSP サラウンド THEATER モード。 

: DSP サラウンド STADIUM モード。 

: DSP サラウンド DISCO モード。 

:通常のステレオ再生一音声はフ□ントスピー 
力一か 6 だけ出力されまず。 

(ステレオ表示が点巧） 


• ドルビーデジタルや DTS 信号で、現在のスピーカー設定 W 上のチヤ 
ンネル数が入力された場含は、自動的にダウンミキシング機能が 
働き、現在の設定に合わせます。 


且 音量を調節する。 


ご注意 

• 入力信号の種類や設定したスピーカーのタイプによって、選ぶこと 
ができないモードもありまず。 

• サラウンド効果がうまく得られない場合や、お好みのモードが選べ 
なし''場含は、スピーカーの設定、インプットモードの設定をご確認く 
ださい。 

• ドルビーデジ女ルサラウンドはもちろん、ひとつの機器ですベての 
リッスンモードを楽しみたいときは、ドルビーデジタルフォーマット 
に対応した再生機器をご使巧<ださい。 
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臨場感を楽しむ 


音を調整するには 

再生中にお好みで音を調整ずることができまず。 

〇 SOUND キーを繰り返し押して調整したい項目を表示させる。 

押すたびに次のように切り換わります。 

このとき、モードによっては表示されない項目があります。 

广 ① C (セン女ースピーカーレベルの調整）* 

③ SR (サラウンドち スピーカー レペルの調整）* 

③ SL (サラウンド左 スピーカー レベルの調整）* 

④ SW (サブウーファーレベルの調整）* 

⑥ INPUT (インプットレベルの調整ーアナ□グモードのみ）—® 
⑥ NIGHT (ミッドナイトモードのオン/オフードルビーデジ女ル 
モードのみ） 

③ PANORAMA (パノラマモードのオン/オフ）** 

感 DIMENSION (ディメンジョン調節)** 

^感 CENTER WIDTH (センター幅調節)** 

* SOUND モードでの設定は一時がが設定でず。電源のオン/オフ 
や入力の切り換えで、最初の SET UP で設定した値に自動的に 
戻りまず。 

** PRO LOGIC n ミュージックモードのみ 

包 MULTI CONTgbL つまみ、または MULTI CONfgbL キーを 使っ 
てレベルを調節する。 

•調整項目は約8秒闇表示されまず。 


便利な機能 


DIMMER 


SOUND 


1 


1 






n 

1 ' — '1 

□1 

◎ 

1 



〇 

〇 

d 

E 

... _| 

コロロロロ [ 



MULTI CONTROL 


SOUND- 



MULTI 

•CONTROL 


ミ ッドナイトモード（ドルビーデジタルモードのみ) 

夜中に巧画を見るときなど、音量をあまり上げ6れないことがありまず。 
このミッドナイトモードを選ぶと、ドルビーデジ女ルの映像ソフトであら 
かじめ指定されている部分（急に音量が大きくなるシーンなど）だけを、 
音声信号レベルの上限から下限の幅を圧縮し、指定されていない部分と 
の音量差を少なくしまず。これにより、かさな音量でもずべての部分が 
聴きやずくなりまず。お好みでお楽しみください。 

〇 SOUND キーをくり返し巧して ‘‘N に HT" を表示させる。 

• CD / DVD 、 DVD または VIDE 02 の人力で、サラウンドモードか•ド J レ 
ビーデジ女ルのときのみ選べます。 

© MULTI CONfSbL つまみ、または MULTI C ぶ レ 0L キーを使っ 
て ON/OFF を選ぶ。 


SPI« 

回□面 j ; ; ■ 

"■"• 1 "' か 1 DIGITAL 


口 S 号 i 与 i J . i.....i i i 

1 ミミ ■■: DOLBY DIGITAL 

i.i i ■■ PRO LOCK ： 


•調整項目は約8秒闇表示されまず。 

• ドルビーデジ女ルの映像ソフトには、ミッドナイトモードに対応して 
いないものもあります。 


PANORAMA モード (PRO LOG に《ミュージックモードのみ J 

PAN 日 RAMA モードを使って、 r 音に包まれる」感覚を葉しめまず。 

〇 SOUND キーを繰り返し}甲して表示,宫、に "PANORAMA" を表示 
させる。 

• PAN ^ ft ^ AiviA 設定表示が表示窓に流れます。 

"P 冉 N 日 RAMA " ので字がちから左へ流れまず。 


spin ~ irsn : . : : . :：； ; ; . :; . :: .. : "n'lii 山 JW 010 ML 

I_ , I I : •.1 ； • is ;.： is :: : DOLBY DIGITAL 

(_ IS I_I • ... PROLOSIC 


包 MULTI CONTROL つまみ、幸をは MULTI CONTROL キーを使つ 
て PANORAMA ON または OFF を選 j;’。 


广① ON :パノラマモードがオンになる 
し⑤ OFF ^ パノラマモードがオフになる 


spin 

の □ 面ミ：：.•ミ 

"■".1 か …1 "&"L 


口 S 百 !…" N \i 

DOLBY UGITAL 

PRO LOGIC 


ロロロミ'\ 

口！：！ロロ〇」」 
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臨場感を楽しむ 


DIMENSION モード ( p 1 h し OG に n ミュージックモードのみ) 

DIMENSION モードの調節で、全スピーカーのバランスを好みに合わせ 
て蛮えることができまず。 

〇 SOUND キーを繰り返し押して表示窓に "DIMENSION" を表示 
させ琴。 

• DIMENSI 日 N 表示が表示窓に流れまず。 


包 MULTI CONTROL つまみ、または MULTI CONTROL キーを 使つ 
てサウンド空間を前後に調節する。 

サウンド空間が前寄りになる 



CENTER WIDTH モード (械〇し蹤 CU ミュージックモード 

のみ) 

センタースピーカーのみで音葉を楽しむとき、左ちスピーカーまたはさ 
まざまなスピーカーの細み含わせで楽しむとき 、 CENTER WIDTH モー 
ドで魅力ある音づくりができます。 

OS (3 な白 D キーを繰り返し押して表示窓に "CENTER WIDTH" を 
表示させる。 

• CENTER WIDTH 表示が表示窓に流れまず。 

• センタースピーカーがオフのとき、この磯能は働きません。 

包 MULTI CONTROL つまみ、または MULTI CONTROL キーを 使つ 
て左右およびセンタースピーカーの出力を調節する。 


センター成分がセンタースピーカーからのみ闇こえる 


の口の 
口 S 口 


センター成分が左ちスピーカーからのみ聞こえる 


SPK9 

の口風ミ ミ 

: 

; fJIH ル H り nJ 田 田 TAL 


1 —1 : . 

口 S □ ミ…" 

ミ... 

OOLBVnSirAL 

• PRO LOG に 


•他の設定を選ぶと、センタースピーカー、左ちスピーカーか6のセ 
ンター成分が、さまざまな繩み合わせのスピーカーか6同時に聞こ 
えます。 


サブウーファーの調節 

リモコンを使って簡単にサブウーファーの音量を調節できまず。 


〇 SOUND キーを繰り返し押して表示窓に "SW" を表示させる。 


SP'« の口の 

画 
ロロ 




包 MULTI CONTROL つまみ、または MULTI CONTROL キーを 使つ 
て音量を調節する。 

•-1日づ巨か6+10づ巨の商で調節できます。 


デイスプレイの明るさを調節する 

本磯のディスプレイの明るさを選べまず。部屋を腊くして映画を見たり、 
音楽を聴くときに便利です。 


DI がな ER キーを押すたびに3段階で切り換わります。お巧みの明 
るさにしてください。 



96 kHz LPCM の再生 


96 kHz LPCM に対応して P まず。 96 kHz DVD をお聞きになる場合 
はリツスンモードを" STEREO " にしてください。 


• F-AUTO (フルオート）入カモードでは、リツスンモードは自動的に 
STEREO に切り換わりまず。 

♦ D-MANUAL (デジかレ マこユ アル）入力 （ STERE 日]:外の モー ドが選 

ばれているとき）では 、" FS 9目 kHz " が表示され、スピーカーからは音 
巧 M こえまち.ん。 レォ 

USTEN MODE キーを押すと STERE 日モードに切り換わり、スピーカー 
サら音が闇こえまず。 
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器のリモコンの基本操作 


DVD プレ -ャー操かキー 

下記のケンウッドの2グループの DVD プレーヤーは、 DVD プレーヤー付属のリモートコント□-ルを使巧しなくても、本磯付属のリモートコント□-ル 
から直接操作ずることができます。 

ク J レープ1: DV -4900, DV -4 日70巨， DV -2070, DV -203, DVF - 9010, DVF - K 7010, DVF - 已日1日， DVF - R 9030, DVF - R 7 日3日， DVF -3 日30, 
DV -402, DVF -3550, DVF-SO 已〇 and D \/ F - R 40 已〇 
グループ2 : DV 4050, DV -303, DVF-R 目030, DVF - K 5020, DVF -302 日 and DVF -303 

お持ちのケンウッド DVD モデルにより、下記のどちらかの方法でリモートコントロールを設定してくださし、。 

グループ1に属する DVD プレーヤーをお持ちの場合 

数字" 1" キーと" POWER む"キーを同時に押す。 （ DVD プレーヤーの電源ではありません。） 

グループ2に属する DVD プレーヤーをお持ちの場合 

数字" 2" キ-と" P 日 WER む"キーを同時に押す。 （ DVD プレー中一の電源ではありません。） 

•お持ちの DVD プレーヤーが上のどちらのグループにも記述されていない場含は、2つのち法のどち6ともお試しになり、属するグループをお調 
ベください。 

リモートコントロールを使った DVD プレーヤーの操作方法 

1. DVD 電源ボタンを2秒 U 上巧ずことによって、 DVD プレー中一の入切が切り替わります。 

2. DVD の機能を動作ずるには、まず DVD 電源を押し、それか6操作ちまマニュアルに従って、それぞれの機能を動作するためのボ女ンを巧しま 
ず。この時、 DVD 操作モードはそれぞれの DVD 操作ボ女ンが押されてから1日秒商維持されまず。 

DVD プレーヤー操作キー 

上記の基本操作をずるには、下の図に表記されているキー名をご参考ください。 
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リモコンの基本操作 


►►1 (頭出し) 
►/II {► 再生} 


■ (停止） 


►►1 (頭出し） 

►/II (再か一時停止} 


■ (停止） 


(を戻し)\ 
►► 焊送り )I 
A/B (カセツトデッキ- 
選択） 


P.CALL,^-^ - ^..P.CALL 

づ MJLTI CONTROL 〔一〜、卜 

■^ TUMNG ►►! EN;EA I BAND 

.口...口 i d □ 

BASSBOOSTIdiSCSKIP ■ —- f DVD 

口 b 巧 j 口 

I MD;TAPE 


~5D5? CD7DVD TORETT 

ロロ ロ 


口 


TONE 


I W DVD グ 
VIDEOI VIDE02 

t □口 

o マ今 

MUTE I—VOLUME—I 


MD プレーヤー操がキー 


数字キー- 
(トラックの選択） 


I (頭出し卜 


イイ（検索化 
►► (検索)/ 

+100(トラックの選択)- 


ィ（リバース再生） 
►/II (►再生） 


I (停止） 


数字 キー 
(トラックの選択） 


I (頭出し） 


I (お索)1 
' (検索 ) j 


DISC SKIP 

(ディスクスキップ） 


カセットデッキ、 CD フ。レ —ヤ ー 、 MD レコータ' —操作 


ケンウッドのシステムコント□ール付きのカセットデッキ、 CD プレーヤー、 MD レコーダーに接続しているとき、下記のキーで基本操作ができます。 


-跑 


カセットデッ キ澡がキー 


CD プレー ヤー操がキー 


ごを意 

1. セットアップコードによっては、利巧できる機能のうち、いくつかしか操作できないものもありまず。 

2. 上の國は、各機器で操作できる代表的な機能でず。メーカーによっては、同様の機能を実行ずるためにこれとは異なるキーの組み含わせを使う場 
合があります。そのような操作を可能にずるため、未使用の数字キーに予備の機能をプ□グラムしてあります。 


固圈り|〇 
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。〇らら，造競适 SE i 口 

’□ろら占顧援智致 C 曾 I 〇 
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ら50 8 Q S § Q | 
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咸廣かな 1 と愚、つたら 



症巧 

原因 

処置 

音が出ない。 

■スピーカーコードがはずれている。 

■音量を最小にしている。 

■ M て jTe がオンになっている。 

■スピーカースイ、ソチがオフになっている。 

•「スピーカーの接続」をみて正しく接続し直す。 

—醜 

•谭当な音量にずる。 

• MUTE をオフにする。 —® 

•スピーカースイ、ソチをオンにする。 一^ 

スタンバイインジケーターが点減し、音が出ない。 

■スピーカーコードがショートしている。 

•一時電源スイッチを切り、ショートを取り除き、 
再度電源スイッチを入れる。 

スピーカーの片側から音が出ない。 

■スピーカーコードがはずれている。 

• r スピーカーの接続」をみて正しく接続し直ず。 

-颇 

サラウンドスピーカーまたはセンタースピーカーか 
ら音が出ない、または音が小さい。 

■サラウンドスピーカー、センタースピーカーが 
接続されていない。 

■サラウンドモードになっていない。 

■サラウンドレベル、およびセン女ーレベルが最 
ルになっている。 

• r スピーカーの接続」を見て正しく接続し直ず。 

—離 

•サラウンドモードにずる。 

•テストトーンを使って、スピーカーのレベルを調 
節ずる。 —® 

DVD プレーヤーでドルビーデジタルのソースの巧 
生を始めると最初の音が切れる。 

■ DVD プレー中一の種類によって、いろいろな原 
困がありまず。 

•インプットモードをデジ女ルマニュアルにして 
か6ドルビーデジタルのソースを再生する。 

-閣 

DVD を再生しても、音が出ない。 

■インプットモードがデジタルマこュアルに設定 
されている。 

• INPUT MODE キーを押して、デジ女ルオート 
を選ぶ。 — 

ビデオ入力からの録画ができない。 

■コピープ□テクトがかかっている。 

•コピープ□テクトがかかっているソースは録画 
できません。 


チューナー熟 


症巧 

原因 

処置 

放送局が受信できない。 

•アンテナを接続していない。 

•放送バンドが含っていない。 

•受信したい放送局の周液数に含っていない。 

■アンテナを接続ずる。 -® 

■放ちパンドを合わせる。 

■受信したい放送局の周液数に合わせる。 

-離 

雑音が入る。 

•自動車のイグニ、ソションノイズ。 

•電気器具の影響によるもの。 

•テレビがおくにある。 

■外部アンテナを道路から離して設置する。 
■電気器具の電源を切ってみる。 

■テレビか6離ず。 

プリセットしたあと、数字キーを巧しても受信でき 
なし、。 

•プリセットした放送局が、受信できない周波数で 
ある。 

•長い間、電源コンセントをおいていたため、メモ 
リーが消えてしまった。 

■受信できる周液数の放ち局をプリセットずる。 

■もう一度プリセットずる。 
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娩璋力々？と原ったら 


リモコン操作 


症巧 

原因 

処置 

リモコンで操作できない。 

■リモコンが違った操作モードに設定されている。 

•ソース選択キーまたは DVD POWER キーを押 
して、適切な操作モードを選ぶ。 


■電池切れ。 

•おしい電池と交換ずる。 


■操作ずる位置が遠すぎる、角度がずれている。ま 
たは障害物がある。 

•操作範囲内で操作ずる。 


■才ーディオコードおよび、システムコント□-ル 
コードが正しく接続されていない。 

•r 接続のしかた」をみて正しく接続し直ず。 


■再生しようとずる機器に、テープ、 CD が入って 
いない。 

•再生しようとずる磯器に、 テーブ、 CD を入れる。 


■録音中のカセットデッキで再生しようとしてい 
る。 

•録音が終わるまで待つ。 
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定格 


このぺージはま全確保のために必ずお読みください。 


オーディオ部 


FM チューナー部 



ステレオモード 


受信周波数範囲 . 


.76 MHz 〜 90 MHz 

定格出力 （EIAJ). 

. 加 W +加 W 

アンテナインピーダンス . 


.75 〇不平衡 


(40 Hz 〜20 kHz、0.7%、6 Q) 

実用感度（モノラ J レ 75 0). 


.1.6 ^iV/15.2 dBf 

実用最大出力 . 

■■■■■..50W + 50W(SAJ、6Q) 


(75 kHz DEV. SINAD 30 dB) 

サラウンドモード （1ch 動作時） 


高調液ひずみ率 (1kHz) 



最大出力 


モノラ J レ . 


. 0.5 % 

FRONT (フ□ント） . 

.... 50 W + 50 W(1 kHz、0.7%、6 Q) 



(71.2 dBf 入力時） 

CENTER (センター） .. 

..50 W(1 kHz、0.7o/o、6 が 

ステレオ . 


... 0.7 % 

SURROUND (サラウンド）。… 

.... 50 W + 50 W(1 kHz、0.7%、6 Q) 



(71.2 dBf 入力時） 

全高調波歪率 . 

. 0.150 /oil kHz、20W、6O) 

SN 比 



周波数特性 (IHF'78) 


モノラ J レ . 


.75 dB 

CD. 

(20 Hz 〜 70 kHz) + 0 dB 〜 -3 dB 



(71.2 dBf 入力時） 

SN 上ヒ （IHFI66) 


ステレオ . 


...68 dB 

CD. 

.95 dB 



(71.2 dBf 入力時） 

入力端子(感度/インピーダンス） 


実効選択度 （+400 kHz). 


.70 dB 

CD. 

. 400 mV / 47 kQ . 

ステレオセパレーシヨン （1kHz) "... 


.50 dB 

出力端子（レベル/インピーダンス） 


周放数特性 . 

(30 Hz 〜 

15kHz)+0.5 dB、一3.0 dB 

TAPE REC. 

.. 400 mV / 1 kQ . 




プリアウト（サブウーファー）.. 

.1.5 V/2.2 kQ . 




トーンコントロール特性 


AM チューナーが 



BASS. 

.+10dB(70 Hz) 

受信周放数範囲 . 


.531 kHz 〜1,602 kHz 

TREBLE . 

.+10dB(l0 kHz) 

実用感度 (30%mod.、S/N20dB). 


.16|_iV/(600 い V/m) 

フ ウドネスコントロール特性 


SNJt(300/omod.、 1 mV インプット） 



VOLUME 30 dB レべ•/レ . 

..+8dB(100 Hz) 

モノラ J レ . 


.50 dB 

デジタル部 


電源部•その他 





定格消費電力(電気用品ま全まに基づく表で) 

.140W 

対応サンプリング周波数 . 

•.32 kHz、44.1 kHz、48 kHz、96 kHz 

AC コンセント 



入力端子(感度/インピーダンス/波長） 

連動コンセント . 


. (最大合計 90 W) 

オプチカル .(-15 dBm 〜 -21 dBm) 660 nm +30 nm 

最大外お寸法 .. 


. 幅： 440 mm 

コアキシャ J レ . 

.0.5 Vp-p/75Q 



高さ： 143 mm 





奧巧： 303 mm 

ビデオ部 


重量 (正 巧） . 


.7.9 kg 

入力端子(感度/インピーダンス） 





VIDEO (コンポジット） . 

..1 Vp-p/75 0 




出力端子（レベル/インピーダンス） 





VIDEO (コンポジット） . 

.1 Vp-p/75 0 





ご注意 

1. これ6の定格およびデザインは、技術開発に伴いモちなく変更ずることがありまず。 

2. 極端に寒い（水が深るような）場所では十分な性能が発揮できないことがあります。 


タモリーバックアップ 

本機に通電されていないが態にしてから、約1日ほど経過すると、下の 

内容が消えますのでごま 意 ください。 

• 電源オン/オフの状態 

• 距離の設定 

• 人力切換の設を 

• インプットモードの設定 

• 映像出力 

• ミッドナイトモードの設定 

• スピーカーオン/オフ 

• PRO LOGIC I 巧ードの設定： 

• ボリュームの値 

• 受信バンド 

• BASS , TREBLE、INPUT レペル 

•周液数 

• DIMMER レペル 

• プリセット放送局 

• MD/TAPE 選択モード 

• 受信ちま 

• リッスンモードの設定 

• CINEMA EQ オン/オフ 

• スピーカーセットアップの内容 

• LOUDNESS オン/オフ 

• サブウーファーリミックスオン/オフ 
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保言正と アフターサービス (よくお読みください) 


巧曲書巧 U を添付） 

製品には保証書が刷筋添付されております。保証書は、必ず r お買い上 
げ日•販売店名」等の記入をお確かめの上、販売店から受け取っていただ 
き、内容をよくお読みの後、大切に保管してください。 

巧虹期巧 

保証期間は、お買い上げの日より1年間です。 

電池や、一部の消耗部品の交換、ならびに落下、水巧など、不適切なご使用 
による故障の場合は、保証期間内でも有料となります。詳しくは保証書を 
ご覧ください。 


が巧に巧するご相談ならびにご不明な点は 

修理に関するご相談ならびにご不明な点は、お買い上げの販売店または 
最寄りのケンウッドサービス窓口にお問い合わせください。 
(お問い合わせ先は、添付の r ケンウッドサービス網」をご覧ください。） 


補修用性能部品の保有期巧 

当社は、このステレオの補修用巧能部品を、製造打ち切り後8年保有して 
おります。 

補修用巧能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 


シリアル まちに ついて 

システム商品の各機器にシリアル番号が付けられておりますが、保証書 
にはシステム管理用として、別のシリアル番号が印刷されています。 
付属の保証書で、お買い上げのシステム機器(基本システム）すべての保 
証修理が受けられます。 


が巧を巧おされる時は 

r 故障かな？と思ったら」に従って調べていただき、なお異常がある時は、製品の使用を中止し、必ず電源プラグをあいてから、お買い上げの販売店または最寄 
りのケンウッドサービス窓口にお問い合わせください。 

この製品の故障•誤動作•不具合などによって発生した次に掲げる損害などの付随的損害の補償につきましては、当社は一切その責任を負いませんので、あら 
かじめご了承ください。 

• お客様または第: E 者がテープ•ディスクなどへ記録された内容の損害 
• 録音•再まなどお客様または第=者が製品利用の機会を逸したことによる損害 


巧虹期巧中は 

保証期間中は保証書の規定に従って、お買い上げの販売店またはケン 
ウッドのサービス窓口が修理をさせていただきます。 

修理に際しましては保証書をご提示ください。 


出張巧巧/持这が巧 

「出張修理」、 r 持込修理」のどちらが適用されるかは機種によつて異なり 
ます。保証書の記載をご確認ください。出張修理を依頼される時は、次の 
ことをお知らせください。 

•製品を 

* 製造番号 (Serial No .) 

•お買い上げ年月日 

•故障の症状（できるだけ具体的に） 

•ご住所(ごお所の目巧等も併せてお巧6せください） 

•おち前、電話蕃号、訪問ご希望日 


KENWOOD 

巧す会なクンウッド 

〒1 50-8501 ま京都ミまさ区道を坂1 -14-6 


巧曲期旧があぎている時は 

保証期間が過ぎている時は、修理すれば使用できる場合には、ご希望によ 
り有料で修理させていただきます。 


が巧巧をの仕«み 

(有料修理の場合は、次の料金をいただきます） 

• 技術料：故障した製品を正常に修復するための料金でず。技術者の 
人件費、技術教育費、測定機器等の設備費や、一般管理費な 
どが含まれていまず。 

• 部品代：修理に使用した部品の代金でず。その他、修理に付帯ずる部 
材等を含む場合もありまず。 

• 出張料：製品のある場所へ技術者を派遣ずる場含の費巧でず。別途、 
駐車料金をいただく場含がありまず。 

■送料：郵便、宅配便などの料金です。保証期商内に無償修理などを 
巧うにあたって、お客様に負担していただく場合がありま 
す。 


お買上げ店名 


電話 （ ） - 



商品および商品の取り扱いに関するお問い合わせは、カスタマーサポートセンターをご利用ください。 

カスタマーサポートセンター東京 電話 （03) 3477-5335 FAX (03)3477-53；34 〒1 53-0042 東京都目黒区青葉台 3-17-9 

カスタマーサボートセンター大阪 電話 （06) 6394-8085 FAX (06) 6394-8308 〒532-0034大阪巿淀 JII 区野中化 2-1-22 

アフターサービスについては、お買い上げの販売店か、または、添付の「ケンウッド全国サービス網」をご参照のうえ、 
最寄りのサービス窓口にご相談くださし、。 
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